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   This studies were investigated inquiring whether the natural stones could be found in 

animals, and moreover, whether the components would be the same not only in human 

beings but also in many species of animals. 

   As well known, there have been many referrences about the human urinary stones, 

and one of the authors has already reported on the analytical studies of this subject, but 

little is known regarding to the natural stones in animals. 

   On this report, the authors concluded as followed. 

   1. The incidence of the urinary stones in animals. 

   Few reports have been seen about dog's and mink's stones. The urinary stones in 

cows and bulls could not be found in Okayama slaughter house (here  3000-4000 slaughted 

in one year). Considering, however, the numbers and ages of this kind of animals, nothing 

or few would be found in animals. 

   2. The components of the urinary stones in animals. 

   Newberyite, struvite and calcite are the principal components. But the stone compo-

nents have much differences between the graminivorous and the carnivorous animals. 

   3. The comparison of the components and the structures in experimental and natural 

urinary stones. 

   An amorphous substances (Apatite) could hardly be found in bladder calculi, and the 

complicated structure of many elements as in human could not be found in animal stones.

人間以外 の各種 の動物に尿石の見 出され るこ

とは古 くよ り知 られ ているが,主 として本草 学

或は民 俗学的な興味 の中に止 まり,外 国に於 い

ても獣医学的 な研究はあるが,医 学的 な興味に

於 いて これ らを研究 した者は少い ようである.

吾 々は最近,動 物 の尿石につ いて分析す る機

会が あつたので,主 としてこれら動物 尿石 の成

分を人尿石と比較考察を加えてみた.勿 論,被

検尿石も少数であり,渉 猟し得た丈献も十分 と

はいえぬが,尿 石症研究上 に何等かの参考にな

ればと思い,敢 て諸賢の御批判,御 叱正を乞う

次第である.

動物尿石について吾 々が興味を持つに至つた

事由は次の如 くである,即 ち
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1)各 種動物に尿石が見られるか否か,若 し

見 られるとすれば,そ の発生頻度は如何様なも

のであるか.特 に吾汝は人間に於いて為し得な

い尿石発生実験を各種の動物に於いて試みてい

るのであるが,そ れ ら医用実験動物の尿石症 と

は如何なる関係にあるかということを知 ること

により,動物を使用しての尿石症実験に際し,必

要な基礎的知識が得 られるであろうと考えた.

2)各 種 の動物に見られる尿石の成分,構 造

の解明.こ の問題に就き,吾 々の得た研究成績

は僅かなものであるが,出 来 るだけ渉猟し得た

丈献例を加味 し,こ れを人尿結石の成分 と比較

検討 し,そ の差異についての考察を加えたい.

3)動 物実験によつて発生せしめた尿石 と,

飼育中.自 然発生せる尿石の成分,構 造を比較

し,実 験 という入為操作の影響を検討してみた

い.

以上の各項に就て逐次論及する.

1.動 物に見ら九る尿石の頻度

本草学或は民族学的な文献P2)に よれば,凡 そ動物

であつて,尿 石を見出されぬものはないよ うであ つ

て,牛.馬,豚 はもとより,猿,犬,猫,羊.猪,寅

に迄及んでいるが.こ れらは尿石と他の体内結石(腸

石,胆 石,膵 石等)と の混同が大分あると考えられ,

医学的に興味あるものは少い.又 この方面に関しては

本邦に於ける獣医畜産衛生学的な研究は見られないよ

うであるが,欧 米に於ては,こ れら家畜の数も多く,

家畜専門の病院,研 究所に於いて,興 味を以て研究 し

ている学者も多いようであつて,特 に牛.馬,羊.

犬,猫 等に於ける尿石の記載は多く認められる.然 し

乍ら,そ れらの頻度が如何なるものであるかに就ての

確実な記載は少いが.Krabbe3)は コペソハーゲンの

RoyalVeterinaryCollageに 於ける50年 間の経験

で,総 ての病犬の0.6%に 尿 石症を 認めている他,

White4)は103例 の犬尿石,特 にそのチスチン成分に就

て報告し,又,Nielsen5〕 はMinkに 於いて,相 当高

率に尿石の発生することを述べ,そ の原因が,細 菌感

染によるものとして,そ の病理及び実験的に証明して

いるがその頻度には触れていない 実際の所,こ れら

家畜と,そ の他の動物の尿石症を比較すること自体難

かしいことであつて,動 物によつて,そ の屠殺年令に

差異がある為に,実 際の尿石発生の割合が如何なるも

のであるかを確かめることは至難である.吾 々が岡山

市屠殺場に於いて調査した所でも,こ こ数年来,年 間

3～4000頭 の牛を屠殺するが尿石は見られな い よ う

で,家 畜に於ける尿石は人間の如く多いものではない

かも知れぬが,こ れも数の相違を考えると一概には云

えぬ事である.又 鼠,家 兎等の医用実験動物に尿石を

見出したとの報告は,著 者等の知る範囲ではなかった

が.こ れらの動物に尿石が無いのではなく,そ の生存

年令(或 は実験期間)に 関係し,多 くの動物が比較的

短期間内に殺されることによるのではないかと考えら

れる.

2.各 種動物に見 られる尿石の成分

a)自 験例の分析

4例 であって,そ の中1例 は馬糞石(腸 結石)で あ

る.研 究方法は,偏 光顕微鏡により,こ れら結石の薄

片標本を観察 し,そ の成分,構 造を知ると共に,X線

粉末写真法により,構 成物質の確定を行った.そ の結

果は次の如くである.

1)牛 の膀胱結石(Fig.1)

主成分はNewberyite(MgHPO4・3H20)に て

Fig.2は その偏光顕微鏡写真であって,MgNH4PO4・3

H20の 結 晶により成るが.中 心核部は有 機物 であ

り,恐 らく籾と思われるものを中心に発育 した異物結

石と考えられるが.そ の異物の侵入経路などの点は不

明であ り,或 は腸結石の間違いではないかとも思われ

るが.こ の点確かめることが出来なかった.

2)豚 の尿 石(Fig.3)

外 観 は非 常 に大 きな 結 晶状 をな して い て,殆 ん ど純

粋 のStruvite(MgNH4PO4・6H20)結 晶 のみ よ り成

る.Fig.4は そ の偏 光顕 微 鏡 写 真 で あ つて,非 常 に

大 な るMgNH4PO4・6H20結 晶 も,結 石 の 中心 部 に な

る に従 つ て,漸 次 小 さ くな るが.非 晶 質 様物 質 の関与

は非 常 に 少い

3)豚 の尿石(Fig.5)

主 成 分 はCalcite(CaCO3)で あ り,Fig.6は そ の

偏 光 顕 微鏡 写 真 で あ るが,一 見,Ca(≧O,・H20結 石 を

思 わ せ る構 造 であ るが.又 多 色性 は 尿 酸 に も 似 て い

る.

4)馬 糞石(馬 の 腸 結 石)(Fig.7)

写 真 はそ の 割 面で あ るが,X線 粉 末 写 真 法 に よ り中

心核 部 は 植 物 線維 を 中 心 に,Struviteが 析 出 し,外

側 部 はNewberyiteとBrushiteと の混 合 よ り成

る.

X線 粉 末 写 真 は 別図 に示 す 如 くで あ るが,物 質 決定

に使 用 した デ ー ターは 鳥 越6),為 政7)の 結果 と大 体 同
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様 で あ るの で省 略 した.

以上 を総 括 し,牛,豚 に 見 られ る尿石 に,Newbe-

ryite,Struvite,Calciteの3物 質 であ るが,こ の 他,

馬 の腸結 石 に於 て も,同 様,Newberyite,Struvite

を認 めた 他 に,Brushiteを 認 め て い る こ とは興 味 あ

るこ とと思 う.

b)文 献例

Smith8,等 に よる と,家 畜 に 於 け る尿 石 症 の成 分 は

,草 食,肉 食,雑 食 動 物 に よつ て相違 が あ り,草 食動

物 に於 ては,珪 酸 塩 を 主成 分 と し,少 数 例 に於 ては,

ヵル シユ ウム,ア ンモ ニユ ウム,及 び マ グ ネ シユ ウム

の蔭 酸,燐 酸,炭 酸 化合 物 よ り成 り,肉 食 及 び雑 食 動

物 のそれ は 色 々異 る こ とは人 間 と同様 で あ つ て,草 食

動物 に於 け る尿 性 が ア ル カ リ性 な るに 対 し,こ れ ら動

物尿 が酸 性 で あ る点 に よい対 照 を なす と し,そ の各個

の成 分 も,蔭 酸 結 石,尿 酸 結 石,燐 酸 結 石,更 に 稀で

はあ るがXanthin結 石,チ ス チ ン結 石 を も認 め る と

してい る.

Krabbe3)は 犬 の 尿 石 成分 の 大 部 分 はMagnesium-

ammoniumphosphateで あ り,少 数 例 にCalcium

oxalate及 び 尿酸,チ ス チ ンを 各1例 に認 めた と述べ

て い るが,又 尿 酸 結 石 は特 にダ ル マチ ア種 の犬 に よく

認 め られ る ら しく,White4)は103の 犬 の 尿 石 の中

PhosphateStoneが 最 も普遍 的 な 成分 で あ るが,6

例 にpureOxalateStoneを 認 め た他,UrateStone

を も認 め たがpureの ものは 少 く,5例 で あ り,他 は

PhosphateOxalateと 混 合せ る状 態 で認 め られ た.

又 特 にCystine結 石 を19例 もに認 め て い る,

Nielsenは15匹 のMinkに 発 生 した 尿 石 のX-ray

CrystallographicAnalysisに よ り,す べ てMa-

gnesiumammoniumphosphateを 含み,そ の中

若 干 はApatiteの 少量 を含 ん で いた と述 べ て い る.

一方Easterfield9}な どは 羊 に於 け るXanthin結 石 に

就 て述べ て い る.吾 々 の経 験例 で は燐 酸 塩 と して の,

Struvite,Newberyiteを 認 め た他 にCalciteを 認

めて い る.

以 上 の 自験例 及 び 文献 例 に よる家 畜尿 石 の 化学 的成

分 につ い て考 え る に,Smithの 云 う如 き食 物 の 種 類 に

よ り結石 成 分が 異 る との こ とは,全 体 的 に肯 定 され る

こ とであ ろ うが,中 には 羊 に於 い てXanthin結 石 を

認 め て い るな どの 例 外 もあ り,又 珪 酸塩 は 吾 々の経 験

例 に もな く,又 従 来,人 尿 結石 成 分 に関 す るいず れ の

報 告 に於 て も認 め られ てい な い物 質 で あつ て,こ の こ

とは 吾 々が 分析 した豚 の尿 石 に於 て,Calciteを 認 め

た こ とと同 じこ とが 云 え る.即 ちCalciteは 現在 迄 の
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分析例の報告に於いて,純 粋にその存在が認められて

いない物質であつて,動 物尿石にかかる物質を認め得

たことは興味あることと思う,

3,実 験的尿路結石と自然発生的尿路

結石の成分,構 造の比較

尿石の発生実験には色々の方法があり,又 形成され

た結石も,正 しくは結石と云えるか否か疑問のものも

あ り,且 つその化学的成分に就ての分析法も種々異る

ようであつて,こ れを比較考察するζとは難 か しい

し,又 その意味も疑問な点もあるが,自 然尿石中に認

められる成分が実験的尿石にも認められるならぽ,そ

の物質が実験なる人為的操作によつて産み出された特

殊な物質ではないと云い得ると思う.反 対に,動 物実

験により形成された尿石の成分が自然発生的尿石には

認めら治ない物質であつたならば,そ れは実験なる特

殊条件によりひき出されたものであつて,実 験法その

ものに疑問があるといえるのではなかろうか.吾 々が

牛,豚 の尿石に於いて認め得たNewberyite,Stru-

viteは 人尿結石にも認められている物 質であるが,

Calciteは 未 だこれを人尿石に認めたとの信頼すべぎ

報告はない.本 結 石 が尿石であると断言することに

は,い ささか不安があるが,こ のCalciteな る物質は

既に為政9)が 家兎を使用しての実験的膀胱結石に於い

て認め得た物質であり,人 尿石には無いか,あ つても

極 く少量であろうと思われるCalciteが,動 物尿石に

於ては,本 例の如 く主成分を成す可能性も十分に考え

られる所であろう.又Newberyiteは 人尿石に於て

は鳥越6}が その存在を報告している他に最近,市 川等

10)の赤外線スペクトルによる分析に於ても確認されて

いる.一 方動物実験に於ては為政が,ラ ットを使用し

ての実験的膀胱結石中に主成分を成すことを報告して

いる所であつて,人 尿石中に於ては少数例を占める本

物質も,動 物尿石に於ては主成分をなす可能性 もあ り

得ることと思う.た だSmithの 云 う如く,珪 酸塩を

含む尿石は認め得られなかつた.他 の実験的尿石に於

ける成分の報告11)12)13)も燐酸塩が多いようであるが,

形成結石に対する関心は余 り払われていない.殊 に実

験的尿石の定量的分析迄行つての物質同定の行われて

いるものは少い.

吾 々の研究 もその例数が少く,こ れを以て動物尿石

を云々することは出来ないが,本 研究例及び為政の行

ったラ、.トの実験的膀胱結石に於て構造上共通と思わ

れるのは,共 に非晶質様物質(Apatite)の 関与が少

く,又 人尿石(膀 胱結石)に 見られるが如き数種の物
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質より成る複雑な構造は動物尿石には認められない点

であるが,更 に例数を重ねて今後更に検討したいと思

つている.

(本論文要旨は昭和33年8月,第10回 日本皮膚科泌

尿器科学会西部連合地方会に於て演述した.)
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